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岐阜県医師会ホームページ「新型コロナウイルス感染症関連情報」掲載中！ 

＜岐阜県内での発生状況＞ 

岐阜県で患者発生が続いています。可児市ではクラスターの発生が

懸念されます。 

（1）県内3例目：岐阜市在住、50歳代、男性 

3月4日から9日までニューヨークへ渡航。17日に判明し入院中。な

お、濃厚接触者は家族のみで、うち県内在住者はPCR検査で陰性を確

認している。 

（2）県内4例目：各務原市在住、20歳代、男性 

3月8日から17日にフランス・スペインに渡航。22日に判明し入院

中。 

（3）県内5例目：可児市在住、70歳代、男性 

渡航歴なしで16日に咳、17日に微熱、21日から症状悪化、22日に判

明し入院中（重症）。 

（4）県内6例目：各務原市在住、20歳代、女性 

県内4例目の患者とともに渡航していた。23日に判明した。 

（5）県内7例目：可児市在住、70歳代、女性 

県内5例目の患者の濃厚接触者、23日に判明した。 

（6）県内8例目：岐阜市在住、30歳代、女性 

3月9日から12日までフィリピンに渡航。23日に判明した。同行者3

名のうち1名が陽性、1名陰性、もう1名は検査中。 

（7）県内9例目：岐阜市在住、30歳代、男性 

8例目の同行者、24日に判明した。 

（8）県内10例目：川辺町在住、60歳代、女性 

5・7例目の患者と同じ合唱団に所属、24日に判明した。 

（9）県内11例目：可児市在住、50歳代、女性 

 5.7例目の患者と同じ合唱団に所属、24日に判明した。 

（10）県内12例目：可児市在住、60歳代、女性 

5.7例目の患者とスポーツジムで接触あり、25日に判明した。 

（11）県内13例目：可児市在住、70歳代、女性 

7例目の患者と同じ合唱団に所属、26日に判明した。 

（12）県内14例目：可児市在住、40歳代、女性 

5.7例目の患者と同じ合唱団に所属、26日に判明した。 

なお、県外例となるが、県内5.7.10.11例目と同じ合唱団の男性1名

が陽性と判定されている。 

※県内で発生した患者の行動歴等の詳細は、岐阜県庁のホームペー

ジを参照して下さい。 

＜関係各所からの重要な通知＞ 

1.新型コロナウイルスの感染拡大に伴う予防接種の実施につ

いて 

 対象者の予防接種計画に余裕がある場合には、地域の流行

状況を踏まえ、必要に応じて接種の延期等のスケジュールの

見直しを検討していただきたい。医療従事者は標準予防策を

講じるよう留意すること。なお、現時点で、予防接種法に規

定されている接種時期は変更されていません。 

 

2.新型コロナウイルスに関連した感染症の発生に伴う手指消

毒用エタノールの優先供給について、厚生労働省から事務連

絡があり、供給の希望本数を報告しました。 

 

3.医療機関向けマスクの医療機関等への配布について 

 医療機関向けマスク（サージカルマスク）1500万枚を国で

一括購入し、岐阜県医師会には約2万枚が配布されました。

約10年前の新型インフルエンザ対策の際に県医師会にストッ

クした約2万枚、日本医師会にアリババから提供されたマス

クのうち岐阜県分として約2千枚、併せて約4万2千枚を地域

医師会事務局に発送しました。具体的な配布は地域医師会か

らの情報を確認して下さい。 

 

4.新型コロナウイルス感染症（COVID-19）診療の手引き・第

1版の周知について 

 研究班から、手引きが発刊されました。厚生労働省のホー

ムページから閲覧することができます。 

内容がよくまとまっているので、ご一読下さい。 

→本会ＨＰ「コロナ情報」に掲載しております。 

 

5.児童生徒及び職員の健康診断の実施に係る対応について 

 毎学年、6月30日までに実施することになっているが、や

むを得ない事由によって当該期日までに健康診断を実施する

ことができない場合には、当該年度末日までの間に、可能な

限りすみやかに実施すること。 

 なお、職員の健康診断は、定期に実施することになってい

るが、やむを得ない事由によって当該期日までに健康診断を

実施することができない場合には、その事由のなくなった後

すみやかに健康診断を実施すること。 

 

6.日本医師会は、症状や流行状況等を勘案したならばインフ

ルエンザ迅速検査を行わないで、抗インフルエンザ薬の処方

を推奨しています。しかし、レセプトにおいては、インフル

エンザ疑いで処方した場合は査定されますので、インフルエ

ンザの診断名で請求して下さい。 

＜追加情報＞ 

・N95マスクの上にサージカルマスクを重ねて使用し、サージカルマスクだけ適宜廃棄・交換すれば、数日はN95マスクを使用しても

良いとの意見が感染症専門医からありました。 

・岐阜医師会では、新型コロナウイルス感染症に関して、情報発信に努めています。本会ＨＰの「新型コロナウイルス感染症関連情

報」又は日本医師会ＨＰのメンバーズルームを随時チェックされることをお勧めします。 

 


